
[補足説明資料] 2021年5月7日
兼 松 株 式 会 社

２０２１年３月期通期　連結決算ハイライト (IFRS) 

1.1%

 △14.8%

 △21.8%

10.0%

　 内、利益剰余金 12.3%

　
内、その他の資本の
      構成要素合計 57.1%

増減額 増減率 見通し
前期比
増減率 -

収益 △ 727  △10.1% 7,000 7.8% -

売上総利益 △ 94  △8.5% - -

販売費・一般管理費 38 - - -

その他の収益・費用 8 324.4% - -

△ 47  △16.6% 280 18.5%

　利息収支 8 - - -

　受取配当金 △ 0 - - - 営業活動によるCF

　その他の金融収益・費用 3 - - - 投資活動によるCF

金融収益・費用 11 - - - フリーキャッシュフロー

持分法による投資損益 3 77.9% - - 財務活動によるCF

△ 34  △12.5% 280 18.7%
2020/3期 2021/3期

2022/3期
(予想)

14 - - -  連結配当性向 34.8% 37.6% 33.4%

△ 20  △10.9% - -

△ 11  △7.5% 150 12.7%

△ 12.99  △7.5% 179.62 12.7%

2020/3月期 2021/3期 前年同期比 2020/3月期 2021/3期 前年同期比 2020/3月期 2021/3期 前年同期比

通期 通期 増減 通期 通期 増減 通期 通期 増減

電子・デバイス 2,545 2,261 △ 284 190 176 △ 14 93 85 △ 8

食料 2,514 2,446 △ 68 24 15 △ 9 13 15 2

鉄鋼・素材・プラント 1,299 968 △ 330 38 18 △ 20 23 21 △ 2

車両・航空 746 711 △ 35 24 21 △ 3 17 15 △ 2

報告セグメント合計 7,104 6,386 △ 717 275 230 △ 46 145 135 △ 10

　その他（含む調整額） 114 105 △ 9 8 7 △ 1 △ 1 △ 2 △ 1

総　　合　　計 7,218 6,491 △ 727 284 236 △ 47 144 133 △ 11

【2022/3期】
　中間配当(予想)
　期末配当(予想)
　年間配当(予想)

1株当たり 30 円
1株当たり  30 円
1株当たり  60 円

2 キャッシュ・フローの状況

【収益】
電子・デバイスセグメント、鉄鋼・素材・プラン
トセグメントを中心に、727億円の減収。

【営業活動に係る利益】
鉄鋼・素材・プラントセグメントを中心に、47
億円の減益。

【税引前利益】
営業活動に係る利益の減少により、
34億円の減益。

【親会社の所有者に帰属する当期利益】
税引前利益の減少に伴い、
11億円の減益。

0.4倍 0.3倍

370

△ 102

【営業活動によるCF】
営業収入の積上げなどにより、
370億円のキャッシュ・イン。

【投資活動によるCF】
有形固定資産の取得や持分法
適用会社への出資などにより、
99億円のキャッシュ・アウト。

【財務活動によるCF】
借入金やリース負債の返済、
配当金の支払い、社債の償還
などにより、375億円のキャッ
シュ・アウト。

現金・現金同等物の期末
残高 911 810

243

配当の状況

1株当たり 30 円
1株当たり 30 円
1株当たり 60 円

271

△ 104

2021/3期
通期

85

△ 827

△ 25 △ 17

税引前利益

△ 18 △ 7

269

△ 87 △ 73

163

25

140

現金・現金同等物の増減236

4 7

当期利益 182

法人所得税費用

親会社の所有者に帰属する
当期利益 144 133

1株当たり当期利益　（円） 172.43 159.44

(単位:億円)

収益 営業活動に係る利益
親会社の所有者に帰属する

当期利益

セグメント情報 営業活動に係る利益の増減要因

【電子・デバイス】　減収減益
ICTソリューション事業は、製造業やサービス業向けのサーバーおよびストレージ関連の販売が
伸び悩んだものの、概ね堅調に推移。モバイル事業は、営業時間短縮でモバイルショップへの
来店者数が減少したことなどにより低調に推移。半導体部品・製造装置事業は、液晶製造装置
取引の中国向け出荷などが堅調に推移。

【食料】　減収減益
食糧事業は、内食需要に加え市況が好転したこともあり順調に推移。食品事業・畜産事業は、
外食関連販売の苦戦などにより低調に推移。

【鉄鋼・素材・プラント】　減収減益
エネルギー事業は、国内石油製品取引の採算良化などにより堅調に推移。鉄鋼事業は、国内
鉄鋼取引においてメーカーの値上げ政策による市況上昇があったが原料価格の高騰や海外市
場停滞の影響などで低調に推移。工作機械・産業機械事業も、設備投資計画の延期等の影響
を受け低調、油井管事業も、掘削需要低迷の影響が続き低調に推移。

【車両・航空】　減収減益
航空宇宙事業は、海外における航空機部品取引が不調であったものの、国内の官公庁向け航
空機関連取引は堅調に推移。車両・車載部品事業は、世界的な需要減少からやや回復したも
のの、その影響が残り低調に推移。

営業活動に係る利益

781損益の状況

10

△ 2△ 5

△ 116 △ 375

11

(単位：億円)

2020/3月期
通期

2021/3期
通期

前年同期比

1,109 1,015
（注1）グロス有利子負債は、リース負債を除いた社債及び借入金の合計額
（注2）自己資本は、資本の「親会社の所有者に帰属する持分」　　（注3）自己資本比率＝自己資本／総資産
（注4）ネットDER＝ネット有利子負債／自己資本

284 236 【2021/3期】
　中間配当
　期末配当
　年間配当

(単位：億円)

2020/3月期
通期

11

△ 789

△ 99

【総資産】
株価上昇に伴う投資資産の増加などにより、58億円の
増加。

【有利子負債】
ネット有利子負債は短期借入金の減少、社債の償還
などにより113億円の減少。

【自己資本】
利益剰余金の積上げと、円安と株価上昇に伴うその他
の資本構成要素の増加などにより、131億円の増加。

自己資本比率は25.8％。
ネットDERは0.3倍の水準。

（単位:億円）

2020/3末 2021/3末

前期末比

増減

資産･負債及び純資産の状況

695

7,218

2022/3期

1,308　自己資本　（注2）

0.1pt減少6,491 　ネットDER　　（注4）

79 124

　自己資本比率　（注3） 23.7% 25.8%

　■前期比、減収減益。下期の営業活動に係る利益はコロナ前の水準に戻る。
　■緊急事態宣言の影響下、当期利益(親会社所有者帰属)は前年同期比約７割の水準。

       　◇収益
         ◇営業活動に係る利益
       　◇税引前利益
       　◇親会社の所有者に帰属する当期利益

６，４９１ 億円　　　　　　　１０．１％ 減収
　　２３６ 億円　　　　　　　１６．６％ 減益

　　　２３６ 億円　　　　　　　１２．５％ 減益
　　　１３３ 億円　　　　　　　７．５％ 減益

増減率

45

2.1%上昇

　総資産 5,517

　ネット有利子負債 518

131

5,575 58

　グロス有利子負債（注1) 1,434 1,222 △ 212

1,439

405 △ 113

＊本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 その達成を当社として約束する趣旨のものでは

ありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
＊記載の数値は億円未満を四捨五入しておりますので、個別数値と合計数値が異なる場合があります。
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2018/3期 2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期

(見通し)

億円 当期利益、ROE、ROIC推移

当期利益 ROE（通期） ROIC

％

◇収益 ６，４９１ 億円 １０．１％ 減収
◇営業活動に係る利益 ２３６ 億円 １６．６％ 減益
◇税引前利益 ２３６ 億円 １２．５％ 減益
◇親会社の所有者に帰属する当期利益 １３３ 億円 ７．５％ 減益

　■２２／３期見通しは、通期でコロナ前の水準を回復。

　■前期比、減収減益。下期の営業活動に係る利益はコロナ前の水準に戻る。
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